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1-1-1
理念・目的・育成人材像は、定められているか

1-1-2
育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材
ニーズに適合しているか

1-1-3
理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでい
るか

1-1-4
社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか

2-2-1
理念に沿った運営方針を定めているか

2-3-1
理念等を達成するための事業計画を定めているか

2-4-1
設置法人は組織運営を適切に行っているか

2-4-2
学校運営のための組織を整備しているか

2-5-1
人事・給与に関する制度を整備しているか

2-6-1
意思決定システムを整備しているか

2-7-1
情報システム化に取組み、業務の効率化を図ってい
るか
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先生方のモチベーション、意欲、意識は昨年度同様に高いものを

感じている。

コミュニケーションがしっかり取れているからこそ、個々の学生のケアにも

しっかりと向き合えているのだと思う。
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本校は滋慶学園グループに属し、「職業人教育を通して、社会に貢献する」ことを
ミッションとしている。このことを実践する為に、「実学教育」「人間教育」「国際教育」
という3つの建学の理念を基本に教育を実施している。

このことは、全教職員に浸透し、コンセンサスは充分に得られている。

また、業界と共に業界が必要とする即戦力の人材
育成し、業界に送り出すという「産学連携教育」
を開校以来、実践してきた。

具体的には、講師の派遣、学習する題材としての企業課題や企業プロジェクトの提
供、機材・機器選定のアドバイス、研修・実習の受入など、多岐に渡って協力を頂い
ている。

今後も、より一層業界との関わりを推し進め、より多くの企業・業界人から、更に深
く、広範囲での支援を頂くと共に、業界からの支援をより効果的に教育に反映させる
カリキュラム・システムの開発を実践していく。

職業人教育は、専門職業教育とキャリア教育から成る。専門職業教育とは、即戦力として
の高度な技術・知識の習得であり、キャリア教育とは、プロの職業人として必要な人間
力、仕事に対する身構え・気構え・心構えの習得を言う。

本校では、キャリア教育のアプローチとして、3つに時期を捉えて展開する。

①キャリア形成
　入学前の時期に、オープンキャンパスやマイスクールを通して、基盤となる勤労観・職業
観の形成と確立をする時期。

②在学中は、専門職業に就くプロセスの設計と能力の習得をする時期。

③卒業後は、卒後教育等を通して、社会・職業人への移行と更なるキャリア開発をする時
期
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滋慶学園グループ5カ年計画に基づいて、長期・中期・短期展望をし、毎年、事業計
画を作成している。

事業計画は、法人常務理事会、法人理事会の決済を受けて承認される。それをうけ
て、全教職員に周知・徹底している。

事業計画においては、グループ全体の理念、コンセプトをベースとして方針や方向
性、組織、各部署における目標や取組、職務分掌、各種会議及び研修等について、
明確に示されている。

内容は、事業計画の核を成す組織目的、運営方針、実行方針、実行計画で構成さ
れる。また、事業計画書の組織図には、学校に関わる人材が明記され、全員の組織
上の位置づけを誰もが理解できるようになっている。

滋慶学園グループの5カ年計画及び事業計画に基づいて、更なる研修や会議、ミー
ティングを重ね継続的な人材育成に取り組み、目標達成に向けたスキルとマインド
の向上を図りスタッフ一人ひとりの成長を促すことを今後も実践していく。

本校における事業計画は、広報・教務・就職など、学校における全ての部署について立案
され、コンセンサスと取る為、全ての部署が同じ方針・同じ考え方をもって、全スタッフ協
力の下、目標達成に向けて学校運営がなされる。

学校全体の運営あるいは各部署の運営が正しく行われる為に、様々な研修や会議が設
けられ、この研修・会議を通して各個人の目標設定や業務への落とし込みを行い、また、
方向性や位置づけ等を常に確認できるシステムを構築している。
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3-8-1
理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定
めているか

3-8-2
学科毎の修業年限に応じた教育到達レベルを明確に
しているか

3-9-1
教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか

3-9-2
教育課程について、外部の意見を反映しているか

3-9-3
キャリア教育を実施しているか

3-9-4
授業評価を実施しているか

3-10-1
成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用して
いるか

3-10-2
作品及び技術等の発表における成果を把握している
か

3-11-1
目標とする資格・免許は、教育課程上で、明確に位置
づけているか

3-11-2
資格・免許取得の指導体制はあるか

3-12-1
資格・要件を備えた教員を確保しているか

3-12-2
教員の資質向上への取組みを行っているか

3-12-3
教員の組織体制を整備しているか
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教育活動は、滋慶学園グループの理念、「実学教育」「人間教育」「国際教育」をもと
に、構築されている。

教育システムとして、独自の「産学連携教育システム」を構築しており、このシステ
ムにより、業界で即戦力となりうる人材を育成、輩出できている。

　教育目標達成のためのカリキュラムは、入学前から卒業まで、体系的に編成され
ている。　カリキュラムは学科に関わるもののみならず、社会的・職業的自立を目指
し、「キャリア教育」の視点に立ったものになっている。

　授業改善、教職員・講師の資質向上等を目的とし、授業評価を実施しているが、こ
れを通して講師や学生の状況を正確に把握し、総合的な判断ができる要因となっ
ている。

　成績評価・単位認定の基準を明確にし、学生指導を行っているが、明確な基準と
共に、柔軟な対応ができる余地を残すことで、すべての学生が学科の目標を達成し
た上で、進級・卒業できる体制を作っている。

　資格取得については、国家検定である「レストランサービス技能検定」、「ブライダ
ルコーディネイト検定」に向けてのカリキュラムが整っている。

滋慶学園グループでは、全職員の目標として
　１．就職率１００％（第一専門職）
　２．退学率０％（入学者は全員卒業してもらう）
を掲げ、その達成のために構築した２つの重要なシステムを構築している。

　第１のシステムは入学前の自己発見→自己変革→自己確立という、自己３段階教育
と、動機づけ・目的意識づけプログラムである。入学前からの一貫した育成システムと目
的意識をもって取り組むプログラムの組み合わせにより、モチベーション向上を果たして
いる。

　第２のシステムは、即戦力としての実践的技術・知識、ビジネスマインド等を身につける
ための教育システム「産学連携教育システム」である。

具体的な取組として
①企業プロジェクト　②ダブルメジャー・カリキュラム　③業界研修　④海外実学研修　⑤
特別ゼミ　⑥特別講義

を通して人材育成を実践している。
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職員の皆さまの熱量や学生さんへの指導について力を入れていると感じている。

・退学者の割合を半数にまで減少させるような施策を打たれていることは、非常に素晴らしいと感じ

ている。

・教育課程につきましては、教育課程編成委員会において、シラバスの共有や意見交換にとどまら

ず、日々の小さなご相談に至るまで、外部の視点を積極的に求めてくださる姿勢を感じている。

他校様と比較しても、丁寧に議論の時間を確保していただいている点が非常に印象的です。

また、委員会での議論内容を柔軟に反映いただける体制が整っており、実効性のある教育改善に

つながっていると感じている。

昨年課題として捉えていた退学率が5.3%と改善が見られる点を評価。

留学生受入れの増加やパーソナルな問題を抱えた学生が増える中、ケア・フォローへの

労力は非常に負荷の掛かるものと認識している。

グループの持つケア対応能力と先生方の日頃のサポートを継続頂くことで、

退学率を下げる、あるいは現状を維持するということは出来得るものと考えている。



4-13-1
就職率の向上が図られているか

4-14-1
資格・免許の取得率の向上が図られているか

4-15-1
卒業生の社会的評価を把握しているか

5-16-1
就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか

5-17-1
退学率の低減が図られているか

5-18-1
学生相談に関する体制を整備しているか

5-18-2
留学生に対する相談体制を整備しているか

5-19-1
学生の経済的側面に対する支援体制を整備している
か

5-19-2
学生の健康管理を行う体制を整備しているか

5-19-3
学生寮の設置など生活環境支援体制を整備している
か

5-19-4
課外活動に対する支援体制を整備しているか

5-20-1
保護者との連携体制を構築しているか

5-21-1
卒業生への支援体制を整備しているか

5-21-2
産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・
実施に取組んでいるか

5-21-3
社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備している
か

卒業生がまだ少ない状況ですので、今の内から卒業生についての取り組みや分析を行う

といいのではないか。

離職するケースも多いため、キャリアを重ねて、違う道に進む可能性も視野にいれつつ、卒業生へ

のアフターケアやサポートの体制があると良い。

就職後の対応も考えてもらえるといいと思う

卒業生に向けたアンケートは、先生方がご覧になる企業像とはまた異なる側面を知る手がかりとな

り、入社後に生じがちなギャップを未然に防ぐうえでも非常に有効であると感じている。

ひいては、キャリアの定着にもつながる大きなヒントとなるものと考えている。

卒業生亜bんけーとは、実際に就職してから感じていることを知ることで、在校中のカリキュラムや

物事の伝え方にも役立てることが出てくると思う。

習ってきたことと現実とのギャップを知り、それを埋めていくことで、他校との差別化を

図れたり、より適切な教育内容につながっていったりすると思う。
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学修成果は目標達成の努力の結果であるが、本校では、専門分野就職者、資格取
得の目標を学修成果とし学校運営を行っている。

就職希望者全員の就職を達成しているが就職希望者の内、全員が第一専門職で
就職がしていない現状がある。

専門分野での就職率（第一専門職での就職）を第一に考え就職サポートの向上を
図ることが課題となる。

就職早期内定者が前年より早いペースで決まっており学修成果が上がっている。

本校では第一専門就職率１００％を達成するため、キャリアセンターを中心に、就職情報
の管理等のシステムを構築している。

また就職支援のためサクセスナビシステムで姉妹校との情報共有や合同企業説明会な
どでグループ力を活かしたサポートを行っている。

2.5
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学生が目標を達成できるように、物心両面の環境を整備していくことで支援に繋が
ると考える。しかし、支援はあくまでも支援である。例えば、健康の維持は学業目標
達成には欠かせない事項であり、本校でも健康診断にとどまらず、多くの支援体制
を築き上げているが、学生本人が健康管理についての自覚を持たない場合、支援
は効果がない。それゆえ、学生支援はまず学生の自立的行動を促すことから始め
ている。
　
　学生支援には、①就職　②学費　③学生生活　④健康　などの分野で行っている
が、それぞれの分野で対応できる担当部署及び担当者を置いている。
①就職については、専門部署であるキャリアセンターを設置し、担任との強い連携
をとりながら、就職の相談、斡旋、面接他各種指導などの支援をしている。
　②学費については、相談窓口として事務局会計課を置き、提供できる学費面での
サービスをアドバイスするファイナンシャルアドバイザーにより支援している。
　③学生生活については、担任及び副担任制により行うが、それ以外にもJTSC（ジ
ケイトータルサポートセンター）という悩みや相談を受ける専門部署を設置、支援し
ている。
　④健康については、滋慶学園グループのクリニックである慶生会クリニックが担当
し、在学中の健康管理を支援している。

滋慶学園グループでは、「学生=お客様」というコンセプトを持ち、学生を第一に考え、様々
な支援体制を整備している。

その中でも、「就職」は学生が目標を達成し、業界で活躍するための最重要事項であり、
本校では非常に力を入れており、キャリアセンターという専門部署を置き、専任のスタッフ
を配置している。
キャリアセンターは、業界現場での実践研修である「業界研修」の指導から、個別相談、
就職対策講座、就職支援イベント開催、就職斡旋等々、就職に関するあらゆる支援を
行っている。

入学後から個別カウンセリングを行い、退学者減少に力を入れている。JTSCなどとの連
携も強化し、担任・副担任が、一人ひとりの出席状況も把握しており、早期フォローに努め
ている。

2.5

外部のサポート得てなるべく、学内だけでなく、頼れる場所、相談できる機会を設けている

と感じている

・専門学校ご出身の方々については、学校在学中に手厚い支援を受けてこられた分、入社後にお

ける「許される」範囲に対する認識が比較的寛容であるように感じる場面がある。

社会人としての責任や自立心が十分に備わっていないケースも見受けられる。

専門学校の特長である丁寧な教育を活かしつつ、その中で「自立心」や「責任感」といった社会人と

しての基本的な意識を、在学中からしっかりと定着させていくことが今後ますます重要であると感じ

ている。



6-22-1
教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用
具等を整備しているか

6-23-1
学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制
を整備しているか

6-24-1
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用している
か

6-24-2
学内における安全管理体制を整備し、適切に運用し
ているか

7-25-1
高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取
組んでいるか

7-25-2
学生募集を適切かつ効果的に行っているか

7-26-1
入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか

7-26-2
入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用
しているか

7-27-1
経費内容に対応し、学納金を算定しているか

7-27-2
入学辞退者に対し、授業料等について、適正な取扱
を行っているか

8-28-1
学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定し
ているか

8-28-2
学校及び法人運営に係る主要な財務数値に関する財
務分析を行っているか

8-29-1
教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画
を策定しているか

8-29-2
予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行ってい
るか

防災や安全管理についてはお伺いをしていないので、回答はできませんが、インターン

シップや海外研修については積極的に取り組まれようとしていることを理解している。

費用を抑えた研修などの実施は良い
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最新の設備、機材など、業界で必要とされる最新・最良のものを完備する考えで運
営している。毎年、事業計画で、予算を計上し計画通りに更新している。

インターンシップや学外実習について、各業界の協力体制が整っている。

海外実学研修はハワイ、シンガポールに提携校があり充実した研修体制が整って
いる。

防災に関しても、定期的に防災訓練を実施し安全管理の体制も整っている

東京地区で安全衛生管理委員会を定期的に開催、また学内環境会議も定期的に
開催し、安心安全な学校環境の整備に取り組んでいる。

学生数などに応じ、機材や設備に必要なものを整え、学生の教育効果を常に考えてい
る。また、メンテナンスも重要で、関連企業とも連携をとっている。

学園グループの関連サポート企業のｼﾞｹｲｽﾍﾟｰｽ㈱は、学校施設の環境・衛生・点検・補
修・改修を担う企業であり、予算を含めて単年から中・長期的な観点で学校のサポートを
行っている。

インターンシップは単なる学習効果だけではなく、学生本人が自身のスキルをプレゼン
テーションする場となっており、また協力企業においても人材確保の機会として捉えること
で、多くの内定が生まれている。 3

委員会の中でも意見が出ておりましたが、大規模な法人であるという点は、保護者の皆様にとって

大きな安心材料となると思う。

学校としての安定性や継続的な支援体制への信頼感にもつながり、進路選択の一助となるのでは

ないか。

7
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本校は、東京都専修学校各種学校協会に加盟し、同会の定めたルールに基づいた
募集開始時期、募集内容（AO入試等も）を遵守している。また過大な広告を一切廃
し、必要な場合は根拠数字を記載するなど、適切な学生募集ができるように配慮し
ている。
　広報・告知に関しては、各種媒体、入学案内、説明会への参加やホームページを
活用して、学校告知を実施し、教育内容等を正しく知ってもらうように努めている。
これらすべての広報活動等において収集した個人情報・出願・新入生の個人情報
等本校に関わるものの個人情報は、校内に個人情報委員会を設置し、厳重に管理
し、流出及び他目的に使用しないように、管理の徹底を図っている。本人への掲載
承諾などは確実に行われているが、印刷物、HPなど掲載箇所が複数になる場合な
どにも配慮が必要である。
　入学選考に関しては、出願受付及び選考日を学生募集要項に明示し、決められ
た日程に実施しているが、入学選考後は、「入学選考会議」により、合否を決定す
る。
なお、本校における入学選考は、学生募集要項にも明示している通り、「面接選考」
及び「書類選考」であるが、その基準となるのは、「目的意識」である。
将来目指す業界への職業意識や具体的な目標がしっかりしているかを確認すると
共に、その目的が本校より提供する教育プログラム及びカリキュラムにおいて実現
可能かを確認するもので、入学試験という名称のもと、学科試験を行うものではな
い。出願方法に関しては多様化しているため、選考方法や受付時期の違いなどが
わかりにくい
　学納金や預かり金、教材等の見直しを毎年行っており、学費及び諸経費の無駄な
支出を数名体制で確認している。
　保護者への授業料及び諸経費の提示についても、入学前の段階において、年間
必要額を学生募集要項に明記し、基本的に期中で追加徴収を行わない。

学生募集については、募集開始時期、募集内容等々ルールを遵守し、また、過大な広告
を一切排除し、厳正な学生募集に配慮している。

広報活動は、第一に「入学前教育」を前提とする活動である。将来、目指す職業を自ら見
つけることのできる自己発見の場を提供することに尽力し、入学前に職業観をどれだけ明
確にできるかというキャリア教育に重点を置き、体験入学や説明会への複数回参加を促
し、充分理解して疑問を解消し、満足した上で出願してもらうことを心がけている。

2

新しい入学者を増やすことが難しい中で、少し思考を変えて、専門的な内容など何かに特化した

コースが必要になる時代だと思う

・定員に達していない点は確かに課題の一つではありますが、少人数であるからこそ、きめ細やか

で丁寧な教育が実施されているという印象を受けている。

・滋慶学園グループの中でも、貴校ならではの強みや特長をしっかりと発信していくことが、【貴校

で学びたい】という動機づけにつながるものと考えている。

定員160名に対してはまだまだ充足していない状況と伺ったが、仮に入学者が

20～30名の割合で伸びた時に、受け入れる先生方の体制が受け止められる

マンパワーでないと、質の向上ができないと感じている。

グループの力で受け入れ側の人数を増やすことは可能なのかもしれないが、

先生方のスキルを均一化できる仕組みづくりも必要になると思うので、

受け入れ人数を増やす取り組みに加えて、その点も検討頂きたい。

・少子化の中で、入学希望者の数の確保と業界適正者の確保という２面を考慮する必要があり難

しい時代ですが、定員充足を目指してほしい

8
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毎年５ヵ年の事業計画を作成し、中後期の視点で５ヵ年の収支予算を立てている。
また収入と支出のバランスは、理事会で毎年確認されている。

５ヵ年の予算は、中長期を見越した新学科構想、施設・設備構想、人員構想等を考
慮して支出を計画し、将来の学生数等を鑑みながら収入を予測し、収支計画を作成
する。

学園本部の機能として二重チェックの体制となっており、学校の財務体制をしっかり
と管理し、健全な学校運営が出来ていると自負している。

また、監査は私立学校法上義務付けられている「監事監査」のほか、「後任会計士
による監査」も受けている。

さらに、私立学校法に基づいた財務情報公開の体制を、平成１７年４月からとってい
る。

※当校における情報開示の申請は、現状ではない。

当校が属する法人の財務情報公開に関しては、下記の通りとなっている。

＜組織体制＞
　１．法人統括責任者
　２．学校統括責任者
　３．学校事務担当者

＜公開資料＞
　１．財産目録
　２．貸借対照表
　３．収支計算書
　４．事業報告書
　５．監査報告書

＜閲覧場所＞
　法人本部

2



9-32-1
法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運
営を行っているか

9-33-1
学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施し
ているか

9-34-1
自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか

9-34-2
自己評価結果を公表しているか

9-34-3
学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行ってい
るか

9-34-4
学校関係者評価結果を公表しているか

9-35-1
教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか

10-36-1
学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を
行っているか

10-36-2
国際交流に取組んでいるか

10-37-1　学生のボランティア活動を奨励し、具体的な
活動支援を行っているか

現在、企業においても「いかに社会貢献に取り組んでいるか」が重視される時代となっており、これ

は教育機関においても同様であると考えている。

そのような中で、学校が「地域に根ざした活動」や「地域支援」に積極的に取り組まれることは、非

常に意義深く、今後ますます重要になってくるものと感じている。
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令遵守については、滋慶学園グループ全体の方針として掲げ、各校の教職員全員
でその方針を理解し、実行に努めている。法人理事会のもとに、コンプライアンス委
員会で学校運営が適切かどうかを判断し、また学校運営（学科運営）が適切かどう
かは次の各調査等においてチェックできるようにしている。

①学校法人調査②自己点検・自己評価③学校基礎調査
④専修学校各種学校調査　⑤学校施設認定規則に基づく報告等である。
　また、組織体制強化やシステム構築にも努め、次のようなものがある。

　　（A）組織体制
　　　①財務情報公開体制（学校法人）
　　　②個人情報管理体制（滋慶学園グループ）
　　　③広告倫理委員会（滋慶学園グループ）
　　　④進路変更委員会（滋慶学園グループ）
　　（B）システム（管理システム）
　　　①個人情報管理システム（滋慶学園グループ）
　　　②建物安全管理システム（滋慶学園グループ）
　　　③防災管理システム（滋慶学園グループ）
　　　④部品購入棚卸システム（滋慶学園グループ
　　  ⑤コンピュータ管理システム(COMグループ）

滋慶学園グループというスケールメリットを活かし、各委員会、体制、システムによ
り、各校が常に健全な学校（学科）運営ができるようにしている。
法令や設置基準の遵守に対する方針は明文化し、法令や設置基準の遵守に対応
する体制作りは完全に整備できている。

３つの教育「実学教育」、「人間教育」、「国際教育」で「職業教育を通して社会に貢献す
る」という建学の理念の実現を目指し、４つの信頼（「業界の信頼」、「高校の先生の信
頼」、「学生・保護者の信頼」、「地域の信頼」）を確保するためにもコンプライアンス推進を
はかる。

具体的には、すべての法令を遵守するとともに、社会規範を尊重し、高い倫理観に基づ
き、社会人としての良識に従い行動することが私たちの重要な社会的使命と認識し、実
践する。

方針実行のため、学内にコンプライアンス委員会を設置し、コンプライアンスを確実に実
践・推進に当たっている。
委員長は、統括責任者としての学校の役員が就任すし、委員は学校の現場責任者であ
る事務局長と実務責任者の教務部長で構成される。
主な任務は、行動規範・コンプライアンス規程の作成、コンプライアンスに関する教育・研
修の実施、コンプライアンス抵触事案への対応及び再発の対策の検討・実施、コンプライ
アンスの周知徹底のためのPR、啓蒙文書等の作成・配布である。
監事による毎年の監査に際して、業務監査の対象として、コンプライアンスの実施状況に
ついても監査してもらっている。
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本校には、滋慶学園グループの「４つの信頼」（①業界の信頼　②高等学校からの
信頼　③学生・保護者の信頼　④地域の信頼）というコンセプトがある。

建学の理念にもある「国際教育」にも積極的に取り組みを行っている。

この「４つの信頼」の獲得を目指すことが社会貢献に繋がると考えている

業界、地域のイベントボランティアにも積極的に参加し業界などと強いつながりを構
築している。
高等学校への講師の派遣なども積極的に行っている。
地球温暖化防止対策で節電など取り組み社会貢献に繋がっている。

本校の施設、設備を活用し、「４つの信頼」を行い、社会貢献に繋げていく。

業界の信頼では、学校施設を活用し、各種イベントを積極的に支援し、社会貢献に繋げ
ている。

各ボランティアにも積極的に参加や、近隣の清掃活動なども行っている。

3


